
聖書における世代的責任と契約の設計図：申命記5

章9節における「三、四代」の深層分析

KANNO Kazuhiko / Gemini 3 Pro Deep Research  2026.2.01

カンノさんのライフワークである「聖書の設計図」の解明において、申命記5章9節

から10節に記された世代的な報いの記述は、契約という構造体の時間軸上の強度を

決定づける極めて重要な要素です。このテキストは、単なる法的な罰則規定を超

え、神の創造秩序と、その秩序が時間とともにどのように伝播し、あるいは修正さ

れるかを示す設計図の一部を形成しています。本レポートでは、聖書を一つの有機

的な生命体として捉える神学的枠組みを用い、言語、歴史、構造、そして黙示録的

帰結という多角的な視点から、この「三、四代」という表現の真意を分析します。

契約物語としての連続性：救済から定着へ

聖書全体をエヌ・ティー・ライトが提唱するように一つの「契約の物語」として捉

えるとき、申命記は、奴隷状態からの「救出」という出来事が、約束の地における

「定着」へと変容する重要な転換点に位置します 。ホレブ（シナイ）で与えられ

た十戒が、四十年後のモアブの地で再び語り直されるこの文脈は、神の言葉が静的

な法典ではなく、世代を超えて更新され、肉体化されるべき「生きている言葉」で

あることを示しています 。

申命記5章3節において、モセは「主はこの契約をわれわれの先祖と結ばれたのでは

なく、今日ここに生きているわれわれ全員と結ばれたのである」と宣言します。こ

の宣言は、契約が単一の歴史的事件に留まるものではなく、現在進行形の「関係性

のインフラ」であることを意味しています 。この枠組みの中で「三、四代」とい

う表現は、契約の責任がどのようにして歴史の中に流れ落ちていくか、その「伝導

率」を規定する設計上のパラメータとして機能しています。

辞書学的・概念的追跡：不義と査察のメカニズム

ザビエル・レオン＝デュフールのアプローチに基づき、このテキストにおける主要

な語彙が創世記から黙示録までどのように発展しているかを体系的に追跡すること

で、設計図の細部を浮き彫りにします。
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不義（アウォン）の性質と蓄積

申命記5章9節で「罪」と訳されているヘブライ語は awon （アウォン）です。この

言葉は、単なる表面的な過ちではなく、内面的な「歪み」や「ねじれ」、あるいは

その結果としての「咎」を包含しています 。

報い（パーカド）という名の訪問

「報いる」と訳される動詞 paqad （パーカド）は、聖書神学において非常に重厚

な意味を持ちます。これは単に処罰を科すことではなく、神が特定の状況を「顧み

る」「訪問する」「点検する」ことを意味します 。

神の「訪問（ paqad ）」は、契約の履行状況を確認するための「査察」です。この

査察が行われるとき、不義が定着している場所には裁きが、忠実さが保たれている

場所には救済がもたらされます 。したがって、「三、四代に及ぼして報いる」と

は、神が数世代にわたってその家庭の霊的な「インベントリ（在庫）」を点検し続

け、歪みが正されない場合にその結末を確定させるという設計上のプロセスを指し

ています。

慈愛（ヘセド）と内臓的な憐れみ（ラハミーム）

これに対し、10節で約束されている「恵み（ hesed ）」は、契約上の忠誠と愛を意

味します。レオン＝デュフールは、この hesed が単なる感情ではなく、意志的なコ

ミットメントであることを強調しています 。

一方、この hesed の根底には、母の胎（ rehem ）を語源とする「内臓的な憐れみ

（ rahamim ）」があります 。神の設計図においては、不義の査察（三、四代）と

いう厳しい法務的な側面が、この圧倒的な内臓的な憐れみ（千代）によって包摂さ

れていることがわかります。

1. 創世記における awon の初出から一貫して、この言葉は「自己増殖する性質」

を持って描かれています。それは個人の行為を超えて、家庭や社会の構造その

ものを歪める力として作用します 。

2. レオン＝デュフールの分析によれば、 awon は神の創造秩序に対する意図的な

拒絶であり、その報いは外部から強制される罰というよりも、歪んだ構造自体

が招く必然的な崩壊という側面を持ちます 。

3. 偶像崇拝に伴う不義は、特に家庭内での教育や習慣を通じて「内面化」されや

すく、その結果として「父の不義」が「子の不義」へとコピーされるプロセス

が三、四代という時間枠の中で進行します 。
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文学的・建築的構造：第二戒の対称性

テキストの設計図を読み解く上で、十戒の構造、特に第二戒（偶像崇拝の禁止）の

キアスム構造やパラレリズムを分析することは不可欠です。神の法は、それ自体が

宇宙の建築構造を反映しています。

第二戒の構造的分析

出エジプト記20章4節から6節、および申命記5章8節から10節は、神の聖潔と慈愛の

バランスを示すために精緻に構成されています。

構造的構成要素 テキストの内容 神学的・建築的な意味

禁止命令（A） 偶像の製作、拝跪、奉仕

の禁止

創造主と被造物の明確な分離

（境界線の確立）

神の性格の宣言

（B）
わたしは「ねたむ神」で

ある

契約の独占的排他性と情熱的な

所有権

負の制裁（C） 不義を三、四代に報いる 罪の影響力の制限された持続期

間

正の報酬（C'） 慈愛を千代に施す 恵みの圧倒的かつ永続的な連続

性

条件の提示

（B'）
わたしを愛し、わたしの

戒めを守る者

契約関係における応答的な愛と

従順

この構造において、中心にあるのは神の「ねたむ（熱心な）」愛です 。裁きと恵み

が「三、四」対「千」という比率で対置されていることは、神の設計図が「裁きの

最小化」と「恵みの最大化」を意図していることを視覚的に示しています 。

建築的メタファーとしての「三、四代」

ジェームズ・B・ジョーダンやピーター・J・ライトハートの視点を適用すると、こ

の「三、四代」という数字は、単なる量的な長さではなく、一つの「家」という建

築物がその構造を維持、あるいは崩壊させるのに必要な「サイクル」を意味します

。

1. 三 は、証言や確定に必要な最小単位（三人、三度）であり、不義がその家庭に

「定着した」ことを証明する期間です 。

2. 四 は、東西南北、すなわち「地上の完成」を意味し、その不義の影響がその世

代の空間全体を満たしたことを象徴します。
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古代近東（ANE）の背景：父の家（ベート・アーブ）

の社会的現実

ジョン・ウォルトン等の知見を補助的に用いることで、この「三、四代」という言

葉が当時の聴衆にとってどれほど具体的で物理的な響きを持っていたかを理解でき

ます。

共同体としての「父の家」

古代イスラエルにおいて、社会の基本単位は bet ab （ベート・アーブ、「父の家」）

でした 。これは現代のような核家族ではなく、家長を中心とした四世代同居の大

家族共同体です。

ANE諸法典との対比

バビロンのハムラビ法典などでは、子供を父の罪のために処罰する規定が存在しま

すが、聖書の設計図はそれとは一線を画しています。

3. この二つが組み合わさることで、神は不義の影響を一つの「生活圏」の中に封

じ込め、それが歴史全体を汚染し尽くす前に、強制的な「リセット（査察）」を

行うという秩序を導入されています 。

物理的な近接性：家長（第一世代）が生きている間に、その子（第二）、孫（第

三）、ひ孫（第四）が同じ屋根の下、あるいは隣接する天幕で生活を共にしてい

ました 。

不義の共有：家長が偶像崇拝（不義）を導入した場合、その影響は必然的に、

彼が権威を持つ範囲内にあるすべての世代に及びます。子供たちは父の行動を

見て学び、その歪んだ世界観を共有します 。

連帯的な結末：家長がその不義の結果として土地を失ったり、疫病に見舞われ

たり、あるいは戦争で捕虜になったりする場合、その家に属する三〜四世代の

全員がその苦しみを物理的に共有せざるを得ません。これは「無関係な者を罰

する」という不当な制度ではなく、生命共同体としての現実を記述したもので

す 。

神的 prerogative（特権）：聖書は、人間が設置する法廷において「子は父の罪の

ために殺されてはならない」と明示しています（申命記24:16） 。

限定された介入：神による「三、四代」の報いは、不義の影響を無限に放置し

ないという神の統治原則です。ANEの神々が気まぐれに数世代を滅ぼすのに対

し、ヤハウェの報いは「わたしを憎む者（＝不義を能動的に継続する者）」とい
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象徴的・類型論的解釈：生命体としての契約

ジェームズ・B・ジョーダンの「聖書をひとつの生命体と捉える」視点に基づけ

ば、不義の継承は遺伝的な病理に、恵みの継承は生命の増幅に例えることができま

す 。

偶像崇拝という「自己免疫疾患」

偶像崇拝は、創造主への愛という「生命の核」を、死んだ被造物へと置き換える行

為です 。これは、生命体としての契約共同体において自己免疫疾患のような働き

をします。

幕屋の構造との対応

幕屋、あるいは後の神殿の設計図において、聖所から至聖所に至る距離、あるいは

その空間の区切りは、世代的な距離と象徴的に対応しています。

不義が第四世代に達するということは、その不義が至聖所にまで入り込み、神の臨

在を汚したことを意味します。この段階に至ると、その構造体は解体されなければ

なりません。

う条件が付されており、悔い改めによってその連鎖が断ち切られる可能性が常

に残されています 。

1. 初期段階：第一世代が神への不信から「独自のイメージ（偶像）」を作り出しま

す。

2. 増幅段階：第二、第三世代において、その偶像を通じた「取引的」な礼拝が習

慣化し、神との人格的な交わりが失われます 。

3. 末期段階：第四世代に至る頃には、契約のアイデンティティは完全に希薄化

し、その家は「わたしを憎む（＝神を無視し、拒絶する）」状態へと固定されま

す。

4. 査察と切断：ここで神の「訪問（ paqad ）」が起こり、腐敗した部分が切除（

karath ）されます。これは、生命体全体の存続を保証するための防衛機制です

。

外庭（第一世代）：公的な告白と犠牲。

聖所（第二・第三世代）：継続的な奉仕と習慣。

至聖所（第四世代・完成）：神の臨在との直接的な接触、あるいは完全な遮断。
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黙示録過去主義（プレテリズム）による歴史的成就

本レポートの重要な柱の一つは、預言の多くが紀元1世紀のエルサレム崩壊に関連

して成就したとする歴史的文脈です。申命記5章9節の「三、四代」という原則は、

イスラエル史の終焉において極めて劇的な形で発動しました。

「この世代」への決算

イエス・キリストが「この世代の者は、これらのことがすべて起こってしまうま

で、決して滅びることはありません」（マタイ24:34）と語った際、彼はまさに申命

記の「世代的報い」の原則を背景に置いていました 。

呪いの連鎖からの脱出：バプテスマの意味

使徒ペテロが五旬節に「この曲がった世代から救われなさい」（使徒2:40）と叫ん

だのは、申命記5章9節の制裁がまさに執行されようとしている「家（イスラエルと

いう家）」から、新しい家（キリストの体）へと移るように促すものでした 。

恵みの非対称性：千代に至る設計図

「三、四代」の意味を真に理解するためには、それと対比されている「千代（

alaphim ）」という概念の設計上の役割を無視することはできません。

1. 累積する血の負債：マタイ23章35節から36節において、イエスはアベルの血か

らザカリヤの血に至るまで、歴史上のすべての義人の血の責任が「この世代」

に帰すると宣告しました 。

2. 第四の世代としての極致：紀元1世紀のエルサレムは、バビロン捕囚からの帰還

後に始まった「新しい神殿の時代」における、不義の累積が頂点に達した「第

四の世代」としての象徴的地位にありました。

3. 査察の執行：紀元70年の神殿崩壊は、神が「三、四代」にわたって不義を点検

し、ついにその構造体を解体された最終的な「訪問（ paqad ）」でした 。

契約の切断（バプテスマ）：バプテスマは、不義が三、四代にわたって流れ落ち

てくる「古い血筋」からの死と、新しい家長であるキリストへの接ぎ木を意味

します 。

歴史の終わり：紀元70年をもって、世代的に蓄積された「父たちの不義」を負

う古い契約の制度は完全に終了し、千代に至る恵みの時代が決定的に開始され

ました 。
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線形的裁きと立体的恵み

不義の影響が「三、四代」という直線的な時間軸で制限されているのに対し、恵み

は「千代」という、事実上の「永遠」あるいは「計り知れない広がり」を持って記

述されています 。

これを数理的なモデルとして LaTeX を用いて表現するならば、不義の影響関数

J(g) と恵みの影響関数 M(g) （ g は世代数）は、以下のような非対称性を持つと

言えます。

J(g) = {

M(g) =
1000

∑

g=1

f(hesed) where 1000 → ∞

この設計図が示唆するのは、神の宇宙においては「裁きは一時的な外科手術（切

除）」であり、「恵みは永続的な生命維持システム（循環）」であるということです

。

千代（1000）の象徴性

「千」という数字は、十の三乗 (103) であり、三次元的な完璧さと圧倒的な量を示

します。

現代的・工学的考察：情報の継承とノイズの減衰

カンノさんのライフワークにおいて、この世代的原則をシステムの「情報の継承」

という側面から考察することも有益かもしれません。

罪のノイズと神の増幅器

不義（ awon ）は、契約の通信プロトコルにおける「ノイズ」です。

f(awon) if 1 ≤ g ≤ 4
0 if g > 4

空間の充満：裁きは家庭（点）や数世代（線）に留まりますが、恵みは歴史全

体（空間）を埋め尽くすように設計されています。

逆転の力：たとえ不義が三、四代にわたって家族を苦しめたとしても、一人の

人間が神を愛し、契約に立ち返るならば、その瞬間に「千代の恵み」の回路が

接続され、過去の呪縛を無効化する新しい生命の流れが始まります 。
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結論：設計図の完成に向けて

申命記5章9節の「三、四代」とは、以下の五つの要素を統合した「契約の統治原

則」であると結論づけることができます。

要素 神学的解釈の要約

時間的

制約

神の裁きは限定的であり、不義が歴史を永遠に支配することを許さ

ない安全装置である。

社会的

連帯

家長の影響力が直接及ぶ「父の家（四世代同居）」という現実的な責

任範囲を示している。

霊的病

理

不義が習慣や教育を通じて家庭内に内面化・固定化されるプロセス

の記述である。

歴史的

決算

紀元70年の旧契約の終焉において、蓄積されたすべての不義が清算
される預言的な枠組みであった。

恩寵の

強調

千代に至る恵みの広大さを際立たせるための、最小限の影としての

役割を果たす。

カンノさん、この「三、四代」というパラメータは、神が決して不義を軽んじない

厳格な方であることを示すと同時に、その裁きの期間を最小限に留めようとする深

い憐れみの設計であることを物語っています。聖書という巨大な設計図は、不義の

連鎖を断ち切り、私たちを「千代の恵み」という無限の広がりへと解き放つため

に、キリストという中心的な「解決策（ソリューション）」を用意していたのです

。

この世代的視点は、私たちが今この瞬間に行う神への応答が、単に自分一人の問題

ではなく、未来の千代にわたる設計図の書き換えに関わっているという、身の引き

締まるような、しかし希望に満ちた洞察を私たちに与えてくれます。

1. ノイズの減衰：神は、このノイズが永遠に反響し続けるのを防ぐために、三、

四代という「ローパスフィルター」を設置されています。これにより、歴史と

いう通信路が完全に破壊されることが防がれます 。

2. シグナルの増幅：一方で、神への愛（ hesed ）というシグナルは、神ご自身が

「増幅器（アンプ）」となって千代先まで届くようにブーストされます。

3. エラー訂正：キリストの十字架は、過去のすべての世代から蓄積された「累積

エラー（不義）」を一括して処理する、究極のエラー訂正アルゴリズムとして機

能しました 。
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